
2 月号

　１月９日、町武道館で平成23年成人式が開催され、参
加した新成人85人の門出を祝いました。
　式典では新成人を代表して大下満紀さん（佐賀）と田中
実夏さん（曽根）により、二十歳の誓いが述べられました。
　また、式典終了後は同会場で記念行事が行われ、友人や
学生時代の恩師との懐かしい思い出話に花が咲いていまし
た。

新成人の門出

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■平生町空き家バンク開設（Ｐ２）
■パブリックコメント（意見募集）（Ｐ３）
■国民年金からのお知らせ（Ｐ４）
■町長室の窓（Ｐ７）
■まちの話題（Ｐ８〜９）
■情報伝言板（Ｐ14〜15）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒 742-1195　山口県熊毛郡平生町大字平生町 210 番地の 1　☎ 0820（56）7111< 総務課 >　
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「
平
生
町
空
き
家
バ
ン
ク
」と
は
、

町
内
の
賃
貸
で
き
る
空
き
家
に
関

す
る
情
報
を
、町
が
登
録・管
理
し
、

本
町
に
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
（
※
）
を

希
望
す
る
人
に
対
し
て
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

　

町
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
お

よ
び
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
定

住
促
進
に
む
け
た
住
宅
確
保
を
目

的
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

貸
し
た
い
空
き
家
を
お
持
ち
の

人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
町
で
は
、
不
動
産
関

係
団
体
（
㈳
山
口
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
柳
井
支
部
お
よ
び
㈳
全

国
不
動
産
協
会
山
口
県
本
部
）
と

連
携
し
て
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

※ 

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

　

地
方
出
身
者
が
再
び
出
身
地

に
移
り
住
む
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
と
、

地
方
出
身
者
が
出
身
地
に
は
戻

ら
ず
、
都
市
と
出
身
地
の
間
の

地
域
に
移
り
住
む
「
Ｊ
タ
ー
ン
」

と
、
都
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
者

が
、
地
方
に
移
り
住
む
「
Ｉ
タ

ー
ン
」
の
総
称

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
町
役
場
総
合
政
策
課

　
☎
︵
５
６
︶
７
１
２
０

◆
「
平
生
町
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
概
要

◆
貸
し
た
い
空
き
家
を
お
持
ち
の
人
の
手
続
き
の
流
れ

「
平
生
町
空
き
家
バ
ン
ク
」
開
設

貸
し
た
い
空
き
家
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ォ
ー
ム
な
ど
の
必
要
事
項
を
打

ち
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
賃
貸

す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
担
当

会
員
と
賃
貸
に
つ
い
て
の
媒
介

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

③
物
件
情
報
の
登
録
・
公
開

　

賃
貸
に
つ
い
て
の
媒
介
契
約

が
締
結
さ
れ
た
物
件
に
関
す
る

情
報
を
、
町
が
登
録
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

す
。

④
賃
借
希
望
者
と
交
渉

　

物
件
の
賃
借
希
望
者
が
現
れ

た
場
合
、
担
当
会
員
か
ら
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
担

当
会
員
の
仲
介
に
よ
り
賃
借
希

望
者
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。︵
※
町
は
、
交
渉
や
契

約
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に

は
関
与
い
た
し
ま
せ
ん
。︶

①
貸
し
た
い
空
き
家（
物
件
）

　
の
登
録
申
込
み

　

貸
し
た
い
空
き
家
を
お
持
ち

の
人
︵
物
件
所
有
者
︶
は
、「
平

生
町
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
登
録

申
込
書
」︵
総
合
政
策
課
に
備

付
。
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。︶
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
総
合
政

策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
面
図
な
ど
間
取
り
が
確
認
で

き
る
資
料
が
あ
れ
ば
あ
わ
せ
て

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

※
物
件
が
廃
屋
で
あ
っ
た
り
、

物
件
所
有
者
に
町
税
の
滞
納
が

あ
る
場
合
は
、
登
録
で
き
ま
せ

ん
。

②
物
件
調
査
・
媒
介
契
約
の

　
締
結

　

町
が
申
込
内
容
を
確
認
し
た

後
、
不
動
産
関
係
団
体
の
担
当

会
員
が
物
件
の
詳
細
調
査
に
伺

い
ま
す
。
賃
貸
物
件
と
し
て
の

適
否
、
賃
貸
に
向
け
て
の
リ
フ

平
生
町
空
き
家
バ
ン
ク

物
件
情
報
登
録
・
管
理

不
動
産
関
係
団
体

物
件
適
性
審
査

物件詳細調査

物件公開

物件紹介申込み

仲介
賃
貸
借
契
約協

力
要
請

選
定
・
派
遣

媒介契約

物件登録申込み 空き家を貸したい人

賃貸人（物件所有者）

空き家を借りたい人

賃借人（ＵＪＩターン希望者）

物件紹介

仲介する人

担当会員
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みなさんからのご意見を募集します
「第２次平生町男女共同参画プラン」（原案）についてパブリック

・コメント

　本町では、基本的な政策などを策定する過程において、住民の意見を反映させる「パブリック・コメント（意
見募集）」制度を実施しています。
　このたび、男女がお互いにその人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別にかかわり
なく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を目指し、
平成 23 年度から 27 年度までの５年間の具体的施策を計画する「第２次平生町男女共同
参画プラン」（原案）を公表し、住民のみなさんからのご意見を募集します。

●募集期限（公表期限）
　２月 28 日㈪（必着）
●応募要件（次のうち、１つ以上の要件を満たす人）

①町内に在住している人　②町内に通勤または通学
している人　③町内に事務所または事業所を持って
いる人　④本プランに関心を持っている人　⑤その
他、当該案件に利害関係がある人

●公表資料の閲覧場所
町役場総務課・総合政策課、中央公民館、大野コミ
ュニティセンター、曽根公民館、佐賀公民館、図書館、
佐合島コミュニティセンター
※町ホームページ（http://www.town.hirao.lg.jp/）
　からも閲覧できます。

●提出方法
　持参、電子メール、ＦＡＸ、郵便により提出してく
　ださい。
●提出先
　平生町役場総務課
　〒 742 － 1195　平生町大字平生町 210 番地の１
　ＦＡＸ　（５６）３８６４
　電子メールアドレス　soumu3@town.hirao.lg.jp

　詳しくは、公表資料とともに備えてあります募集
要領をご覧ください。
■問合せ先
　町役場総務課　☎（５６）７１１１

地上デジタル放送受信のための支援について
市町村民税非課税世帯への支援

●対象者
　　世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けて
　いる世帯
●支援内容
　①簡易な地上デジタル放送対応チューナー１台

　を無償で給付（配送）します。
　②設置方法と操作方法を電話でサポートします。
●申込期限　７月 24 日㈰（消印有効）
●申込方法
　　必要書類（世帯全員の住民票・非課税証明書）
　を添えて申込書を送付してください。
■申込み・問合せ先
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎０５７０－０２３７２４

悪質商法にご注意ください！　この支援で費用を請求することはありません。

ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援
●対象者
　　次のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が
　全額免除になっている世帯
　①生活保護などの公的扶助を受けている世帯
　②障害者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村

　民税非課税の措置を受けている世帯
　③社会福祉施設に入所されている世帯
●支援内容
　①簡易な地上デジタル放送対応チューナー１台

　を無償で給付します。
　②基本的に訪問して設置し、アンテナ工事など

　が必要な場合は無償で行います。
●申込期限　７月 24 日㈰（消印有効）
●申込方法
　必要書類を添えて申込書を送付してください。
■申込み・問合せ先
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎０５７０－０３３８４０

●各支援の申込書は …
　①各支援の申込み・問合せ先に請求する。
　②町役場総務課の窓口に用意しています。
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「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」「
お
い

で
ま
せ
！
山
口
大
会
」
で
会
場
と
な
る

施
設
の
完
成
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場（
メ

　
イ
ン
会
場
）　【
日
時
：
３
月
６
日
㈰

　
①
午
前
11
時
～
12
時
②
午
後
２
時
～     

　
３
時
③
午
後
５
時
～
６
時
︼

◇
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
水
泳
プ
ー

　
ル
（
水
泳
会
場
）　【
日
時
：
３
月
26

　

日
㈯
、
３
月
27
日
㈰　

①
午
前
11
時

　
～
12
時
②
午
後
２
時
～
３
時
︼

●
定
員　
先
着
各
１
０
０
人

●
申
込
期
限　
２
月
21
日
㈪
（
必
着
）

●
申
込
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

　

番
号
、
氏
名
（
参
加
希
望
者
全
員
）、

　

希
望
見
学
日
・
時
間
を
明
記
し
郵
便
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
土
木
建
築
部　

都
市
計
画
課

　
街
路
公
園
班

　
〒753

－8501

山
口
市
滝
町
１－

１

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
２
８

　
FAX
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
４
９

　
a18400@

pref.yam
aguchi.lg.jp

国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
「忙しくて…」「つい、うっかり…」といった理
由で保険料の納め忘れがあると、将来受け取る
年金が減額されたり、受けられなくなったりし
ます。

そこで、国民年金保険料の納付には、便利で
安心、確実な口座振替をお勧めします。

口座振替を利用すると保険料が自動的に引き
落としされ、金融機関やコンビニエンスストア
などに納めに行く手間が省けるうえ ､ 納め忘れ
もなくとても便利です。

なお、クレジットカードでも納付できます。

◇口座振替のお得な割引制度
　早割：当月保険料を当月末引き落としで納付することで
　　　　月々 50 円割引されます。
　前納：１年度分前納と６カ月分前納があります。また、　
　　　　現金納付よりも割引額が大きく、大変お得です。
　　　　【前納の申込期限】
　　　　　①１年度分・６カ月分（４月～９月分）：２月末
　　　　　②６カ月分（10 月～翌年 3 月分）：８月末
◇口座振替の申込方法
　　納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参
　のうえ、ご希望の金融機関または町役場町民課（保険年
　金班）、年金事務所までお申し込みください。

国民年金からのお知らせ

■問合せ先
　徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２　　町役場町民課 保険年金班　☎ （５６）７１１３

◆現在、会社員・公務員など（第２号被保険者）の場合
こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先

退職した 第１号被保険者 市区町村
退職し、すぐに再就職した 第２号被保険者 新しい勤め先
会社員 ･ 公務員と結婚し、扶養
されるようになった 第３号被保険者 配偶者の勤め先

◆現在、会社員・公務員などに扶養されている配偶者（第３号被保険者）の場合
こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先

年収が 130 万円以上になった 第１号被保険者 市区町村
配偶者が自営業などになった 第１号被保険者 市区町村
会社員・公務員になったとき 第２号被保険者 勤め先

　国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です。

　こんなときは忘れずに届け出をしましょう。
◆現在、学生・自営業・自由業など（第１号被保険者）の場合

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届け出先
会社員・公務員になったとき 第２号被保険者 勤め先
会社員 ･ 公務員と結婚し、扶養
されるようになった 第３号被保険者 配偶者の勤め先
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会社・法人登記事務の
取扱庁が変わります

会社・法人登記事務の内容 取扱庁
登記申請手続 山口
登記事項証明書の発行 柳井・山口
印鑑証明書の発行 柳井・山口
登記事項要約書の発行 山口
紙の登記簿の閲覧、謄抄本の発行 山口
印鑑の届出（改印を含む） 山口
印鑑カードの発行・再発行・廃止 柳井・山口
電子証明書の発行・廃止 柳井・山口
登記手続きに関する質問・相談 山口
※郵送やオンライン申請などご利用可能なものがあり
　ますので、詳しくは下記までお問い合わせください。
■問合せ先
　山口地方法務局お客様相談室　☎083（934）1717
　山口地方法務局登記部門　☎083（922）2295
　山口地方法務局柳井出張所　☎（22）1198

立候補予定者説明会
の開催について

現在、山口地方法務局柳井出張所が管轄している会
社・法人に関する登記事務は、５月 16 日㈪から次の
表のとおり山口地方法務局登記部門で取り扱います。

なお、不動産（土地・建物など）登記事務については、
変更はありません。

　次の選挙の立候補予定者またはその代理人を対
象に、立候補届出などに関し、次の日程により説
明会を開催します。

山口県議会議員一般選挙（４月 10 日㈰執行）
●日時　２月 28 日㈪　午前 10 時～
●場所　山口県柳井総合庁舎 ２階大会議室
　　　　（柳井市南町三丁目９番３号）
■問合せ先
　山口県選挙管理委員会柳井地方事務局
　（柳井県民局内）
　☎（２４）０２５０

平生町議会議員一般選挙　（４月 24 日㈰執行）
●日時　３月 18 日㈮　午後１時 30 分～
●場所　町役場 第３庁舎 ３階 大会議室
■問合せ先
　平生町選挙管理委員会事務局（町役場総務課内）
　☎（５６）７１１１

３
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
ま
で
の
７
日
間

平
成
23
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
消
し
た
か
な
」　
あ
な
た
を
守
る　
合
言
葉

 

火
の
用
心

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

２
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

３
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

４
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

５
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

６
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

７
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

火
災
予
防
優
秀
作
品
展

　

平
成
22
年
に
募
集
し
た
火
災
予
防

作
品
の
う
ち
金
賞
作
品
28
点
を
展
示

し
ま
す
。

●
日
時

　
　
３
月
１
日
㈫
～
３
月
７
日
㈪

●
場
所

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
１
階

～
地
域
の
み
な
さ
ん
と

消
防
の
つ
ど
い
～

防
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

●
日
時

　
３
月
５
日
㈯　
午
前
10
時
～
12
時

●
場
所
　

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
柳
井
駐
車
場

●
主
催

　
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

●
内
容

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

柳
井
地
区
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
／
消
防
用
手
動
ポ
ン
プ
（
腕
用

ポ
ン
プ
）
に
よ
る
放
水
展
示
／
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
演

技
／
防
火
も
ち
ま
き

◇
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
／
消

火
器
取
り
扱
い
体
験
／
煙
体
験
／

ぜ
ん
ざ
い
の
サ
ー
ビ
ス
（
先
着

２
０
０
名
様
）

■
問
合
せ
先　
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合　
予
防
課　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４
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今
回
は
、
相
手
に
対
す
る

思
い
や
り
と
そ
の
受
け
止
め

方
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま

す
。一

般
に
、
高
齢
者
は
社
会

的
弱
者
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

周
囲
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
思
い

や
り
の
あ
る
行
為
を
受
け
て

い
る
光
景
に
出
く
わ
し
ま

す
。
し
か
し
、
若
者
が
シ
ル

バ
ー
シ
ー
ト
で
さ
え
、
遠
慮

す
る
こ
と
な
く
そ
の
席
を
独

占
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
、
常
に
物
議
を
か
も
し
て

い
ま
す
。

電
車
の
中
で
、
若
者
が
お

年
寄
り
に
席
を
譲
る
姿
を
見

た
ら
、
な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま

し
く
映
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
席
を

譲
る
光
景
に
何
度
も
出
会
い

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

経
験
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

満
員
電
車
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

席
は
全
部
埋
め
ら
れ
て
、
立

ち
客
も
ス
ペ
ー
ス
的
に
は
３

分
の
１
ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。お
年
寄
り
２
人
が
、

乗
り
込
ん
で
き
て
、
座
る
と

こ
ろ
が
な
い
も
の
で
、
た
ま

た
ま
女
子
高
校
生
２
人
の
前

に
立
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
女

子
高
生
が
座
っ
て
い
た
の
は

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
う
す

る
か
な
と
、
見
て
い
ま
し
た

ら
、
申
し
合
わ
せ
た
か
の
よ

う
に
す
っ
と
立
ち
上
が
っ

て
、
そ
の
お
年
寄
り
２
人
に

席
を
譲
り
ま
し
た
。
こ
の
先

が
問
題
な
の
で
す
。
お
年
寄

り
は
、
次
の
駅
で
降
り
る
か

ら
と
譲
ら
れ
た
席
に
ど
う
し

て
も
座
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

困
っ
た
の
は
女
子
高
生
で

す
。
譲
っ
た
席
に
再
度
座
る

こ
と
も
で
き
ず
、
車
両
を
移

っ
て
い
き
ま
し
た
。
女
子
高

生
と
し
て
は
、
お
年
寄
り
だ

か
ら
、
席
を
譲
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

で
あ
れ
ば
、
美
談
で
終
わ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
お
年
寄
り
が
座
ら
な
か

っ
た
ば
か
り
に
、
女
子
高
生

に
は
消
化
不
良
に
終
わ
っ
た

出
来
事
で
し
た
。

人
の
好
意
に
は
素
直
に
応

じ
な
け
れ
ば
、
相
手
に
気
ま

ず
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う

と
い
う
い
い
事
例
だ
と
思
い

ま
す
。

相
手
の
親
切
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
態
度
で
答
え
る
か

と
い
う
こ
と
も
、
ひ
と
つ
の

思
い
や
り
だ
と
思
い
ま
す
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）

No.２

 

 

●入会対象者　
　下校時に就労や病気などにより保護者が不在
の小学校１年生から３年生までの児童。ただし、
障害のある児童などで入会が必要と認められた
場合は６年生まで対象となります。

●定員（開設場所）
　・平生児童クラブ：100 人（平生中央児童館）
　・佐賀児童クラブ：20 人（佐賀保育園２階）
●開設日時
　４月１日～翌年の３月 31 日
　（日曜日、祝日、12 月 29 日～１月３日を除く）
　授業終了後～午後５時 30 分
　【土曜日および長期休業中（春・夏・冬休み）は
　午前９時～午後５時 30 分】

※就労時間や通勤の都合で、延長保育を希望さ
れる人は午前 8 時 30 分～午後６時までお預
かりします。

●負担経費
　１カ月 3,500 円
　（保育料 2,000 円、おやつ代 1,500 円）
●申込場所
　町役場健康福祉課こども班、佐賀出張所

※必要書類（就労証明書など）は申込場所に用
　意しています。( 町ホームページからのダウン
　ロードも可能です。)

●申込期限　２月 28 日㈪
●その他

　定員以上の申し込みがあった場合は、低学年・
ひとり親家庭・障害のある児童から優先入会と
し、３年生については抽選とします。
　延長保育を希望される人は、別途延長保育申
し込みが必要です。

■問合せ先
　町役場健康福祉課　☎（５６）７１１５

　児童クラブは、保護者が就労などのため不在の家庭に代
わって、小学校低学年児童を下校後一定時間お預かりする
ところです。
　指導員が見守りながら、家庭で過ごすように、宿題をし
たり、おやつを食べたり、友だちと遊んだりします。



　

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
れ
に
し
て
も
今
冬
の
寒
さ

は
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

温
暖
な
平
生
で
も
久
し
ぶ
り
の
積

雪
と
な
り
、
水
道
管
の
凍
結
、
破

損
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
厳
寒
の
中
だ
け
に
、
心

温
ま
る
話
題
と
な
っ
た
の
が
“
タ

イ
ガ
ー
マ
ス
ク
現
象
”
で
す
。
主

人
公
の
「
伊
達
直
人
」
を
名
乗
っ

て
養
護
施
設
に
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど

の
贈
り
物
を
届
け
る
行
為
が
全
国

に
広
が
り
ま
し
た
。
赤
じ
ゅ
う
た

ん
の
上
で
も
が
く
「
直
人
」
さ
ん

と
は
対
照
的
に
、
か
つ
て
の
ヒ
ー

ロ
ー
が
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
の
大
々
的
な
報
道
で
一

気
に
拡
大
し
た
面
は
あ
る
に
せ

よ
、
こ
う
し
た
善
意
の
連
鎖
は
大

歓
迎
で
す
。
願
わ
く
は
、
一
過
性

で
終
息
し
な
い
で
、
さ
ら
に
、
こ

れ
を
契
機
に
施
設
の
現
状
に
も
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
充
実
に
つ

な
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
一
方
、
マ
ス
コ
ミ
と
は
無
縁
に

実
名
、
匿
名
を
問
わ
ず
、
長
年
に

わ
た
り
黙
々
と
寄
付
や
奉
仕
活
動

を
続
け
て
お
ら
れ
る“
伊
達
直
人
”

さ
ん
が
い
ま
す
。
本
町
で
も
こ
う

し
た
善
意
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
個
人
、
団
体
、
企
業
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
さ
て
、
21
世
紀
最
初
の
10
年
が

過
ぎ
、
今
年
は
次
の
10
年
に
向
け

て
一
歩
踏
み
出
す
年
で
す
。
私
た

ち
も「
第
四
次
総
合
計
画
」を“
羅

針
盤
”
と
し
て
、
新
た
な
航
海
に

乗
り
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
春
の
統
一
地
方

選
挙
と
秋
の
山
口
国
体
を
中
心
に

動
い
て
い
き
そ
う
で
す
。

　
統
一
地
方
選
は
、
本
町
で
は
県

議
選
と
町
議
選
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。昨
年
末
の
町
長
選
に
続
き
、

こ
れ
ま
た
身
近
な
議
会
に
住
民
の

意
思
を
反
映
す
る
大
切
な
機
会
と

な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
現
在
、
各
地
で
首
長

と
議
会
の
対
立
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
権
者
の

審
判
を
仰
ぐ
“
二
元
代
表
制
”
で

あ
る
た
め
、
対
立
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。
し
か
し
、
問
題

は
そ
れ
を
政
争
の
具
に
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
互

い
が
議
論
を
重
ね
、
熟
議
で
そ
の

対
立
を
調
整
、
克
服
し
て
い
く
こ

と
が
、
議
会
制
民
主
主
義
と
地
方

自
治
の
原
点
で
す
。
本
町
で
は
、

議
会
の
皆
さ
ん
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
町
民
の
負
託
に
応
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
山
口
国
体
で
は
、
平
生
町
は
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し

て
、
電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越

え
て
挑
戦
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
に

熱
い
声
援
を
送
る
と
と
も
に
、
他

の
競
技
種
目
と
は
ひ
と
味
違
う
共

感
と
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

21
世
紀
、
次
の
10
年
の
ス
タ
ー
ト

No.107

平生町育英基金
貸付のご案内

■問合せ先
　町教育委員会
　☎（５６）６０８３

　平成 23 年度の平生町育英基金
の申込者を次のとおり募集します。
※例年より申込期日が早くなって
　いますのでご注意ください。
●貸付対象者

　平生町に 1 年以上居住してい
る人で次のすべてに該当する人
・高等学校、大学（短期大学を

含む）に在学している人およ
び進学予定の人

・経済的な理由により就学が困
難と認められる人（家族の所
得および構成が基準）

・向学心に富み有能な資質を有
している人

・日本学生支援機構、山口県ひ
とづくり財団奨学センターな
どの貸付を受けない人

●貸付金額
　高校：月額 12,000 円
　大学：月額 40,000 円
●申込期間
　３月１日㈫～３月 31 日㈭
●提出書類

申込書、推薦書（町教育委員会
に備え付けの様式）、所得に関す
る証明書、住民票謄本、作文（高
校申込者のみ）

●償還方法
　無利子・10 年以内（うち６カ月
　据置後）
●その他
　　現在、在学中の生徒・学生も
　対象になります。
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門松＆ミニ門松づくり
　12 月 25 日に大野公民館、12 月 27 日に曽
根公民館で門松づくりが行われました。
　大野公民館では、参加した光寿会（老人クラ
ブ）のみなさんが、公民館の入口用に大きくて
立派な門松を、子どもたちは手作りの飾りを
使ったかわいいミニ門松をつくりました。

大星山で初日の出
１月１日、大星山で初日の出を迎えようと、

山頂に多くの人が集まりました。
　山頂では「大星山で初日の出を迎える会」の
みなさんにより、温かいぜんざいと甘

あ ま が ゆ

粥が振る
舞われ、訪れた人々の冷えた体を温めました。
　厚い雲に阻まれながらも日は昇り、一年の初
まりに相応しい美しい光が指すと、参加者から
は歓声があがりました。

各地区で どんど焼き
　１月８日から 10 日にかけて、今年１年の健
康を願い、町内各地域でどんど焼きが行われ
ました。
　宇佐木地区では、地区のこどもたち３人が
点火を行い、竹で組まれたやぐらは中に入れ

たしめ縄飾りなどと
共に、勢いよく燃え
上がりました。
　また、宇佐木コミュ
ニティーセンター運
営協議会のみなさん
が作ったぜんざいや
豚汁をみんなで味わ
い、地域の交流を深
めました。

第 60 回周南駅伝競走大会
　１月 16 日、第 60 回周南駅伝競走大会（ス
タート：光市、ゴール：田布施町）が開催され、
全 27 チームが 28.9 ㎞をタスキでつなぎまし
た。
　町内からは平生中学校陸上部男子が参加し、
町内の中継所付近では、応援に駆け付けた多
くの人々が、沿道から声援を贈りました。

△門松＆ミニ門松づくり（大野公民館）

△平生中学校陸上部男子チーム
　（平生町内中継所）

▽

１
月
８
日
、
佐
賀
地
区

△
１
月
８
日
、
宇
佐
木
地
区
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

七草粥で無病息災
　１月 14 日、大野公民館で七草・薬膳料理教室

（七草のつどい）が行われました。
　この日は、薬膳料理研究会のみなさんの指導
により、七草粥をはじめとするビタミン豊富で
消化吸収の良い多くの品々が作られました。
　調理後は会食が行われ、美味を堪能するとと
もに、年末年始で疲れ気味の胃をいたわりまし
た。

◇
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
お
よ

び
平
生
町
長
表
彰

○
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

　
北
野 

正
和
（
前
副
団
長
）

　
藤
川 

泰
敎
（
前
第
２
分
団
部
長
）

　
関
永 

哲
則
（
前
第
１
分
団
団
員
）

◇
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

　
松
永 

惠
善
（
第
７
分
団
分
団
長
）

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
40
年
勤
続
表
彰
】

　
伊
田 

親
男
（
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
］

　
河
内 

和
成
（
第
９
分
団
部
長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

　
渕
上 

剛  （
第
４
分
団
班
長
）

　
岩
﨑 

憲
一
（
第
５
分
団
班
長
）

　
田
代 

勉
（
第
５
分
団
班
長
）

　
德
永 

武
（
本
部
班
長
）

　
新
見 

正
佳
（
第
３
分
団
団
員
）

　
森
谷 
和
正
（
第
３
分
団
団
員
）

　
望
月 
貴
史
（
第
５
分
団
団
員
）

　
村
田 

三
久
（
第
５
分
団
団
員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

　
加
藤 

一
（
第
１
分
団
団
員
）

　
上
田 

貢
（
第
２
分
団
団
員
）

　
久
原 

哲
也
（
第
３
分
団
団
員
）

　
野
見
山 

安
之
（
第
５
分
団
団
員
）

　
大
田 

久
之
（
第
６
分
団
団
員
）

　
吉
本 

和
史
（
第
８
分
団
団
員
）

　
西 

一
郎
（
第
９
分
団
団
員
）

◇
平
生
町
長
表
彰

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

【
35
年
勤
続
表
彰
】

　
重
歳 

德
士
（
第
２
分
団
分
団
長
）

【
25
年
勤
続
表
彰
】

　
藤
本 

悟
（
副
団
長
）

　
板
田 

隆
幸（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

　
東 
安
孝
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　
仁
田 
眞
澄
（
第
１
分
団
部
長
）

　
重
歳 
幸
成
（
第
２
分
団
部
長
）

　
礒
邉 

宏
（
第
５
分
団
部
長
）

　
吉
山 

隆
（
第
５
分
団
部
長
）

　
中
上 

晋
一
（
第
５
分
団
班
長
）

【
15
年
勤
続
表
彰
】

　
福
島 

清
（
第
４
分
団
班
長
）

　
松
本 

敏
之
（
第
４
分
団
班
長
）

　
新
河 

正
美
（
第
１
分
団
団
員
）

　
松
宮 

温
男
（
第
１
分
団
団
員
）

　
市
川 

祥
史
（
第
５
分
団
団
員
）

　
河
島 

建
（
本
部
団
員
）

二分の一成人式
　１月 25 日、平生小学校で「二分の一成人式」
が行われ、本年度で 10 歳となる４年生の児童
102 人が参加しました。
　式では、児童が一人ずつ「誓いの言葉」として
将来の夢などを元気よく発表しました。
　また、日ごろの感謝の気持ちを込めたメッセー
ジカードを保護者に手渡し、成長の喜びを親子で
共有しました。

消防団長・副団長再任
　昨年 12 月 18 日、平生町消防団長
および副団長が、それぞれ再任され
ました。なお、副団長の藤本さんに
おかれては、昨年５月 10 日に就任さ
れてからの再任となります。
○団　長　伊田 親男さん（大野南）
○副団長　時政 和男さん（竪ヶ浜）
　　　　　藤本　悟　さん（尾　国） 

▽

左
か
ら
伊
田
団
長
、
時
政

　
副
団
長
、
藤
本
副
団
長

平
成
23
年
平
生
町
消
防
出
初
式

　
１
月
４
日
、
平
生
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
町
道
桜
町
線

で
観
閲
行
進
、
町
体
育
館
で
式
典
、
大
内
川
排
水
機
場
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
お
け
る
消
防
団
員
表
彰
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽

母
親
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

　
を
渡
す
児
童
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女
性
の
骨
づ
く
り

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ
う

～ 

３
月
１
日
～
８
日
は
女
性
の
健
康
週
間
で
す 

～

No.596

チーズ入り茶碗むし

《作り方》
①えびは殻をむき背わたをとって半分に切り、薄口

しょうゆを少々ふる。しいたけは１㎝角に切り、
えのき茸は根元を切って半分に切りほぐす。チー
ズは１個を４等分にする。枝豆はさやから出す。

②卵をよく溶きほぐし、だし汁に吸物の味付けをし
たものを混ぜてこす。

③器に①を入れ②を流し入れて蒸気の上がった蒸し
器にのせ ､ 強火で２分、その後、中弱火で10～
12分蒸す。（竹串を刺して澄んだ汁が出るまで）

④柚子の皮を薄くへぎ ､ ③にのせる。

《材　料》　４人分
え び　　　　　　 ４ 尾
生 し い た け　　　 ２ 枚
えのきだけ　 　1/3株
カマンベールチーズ　　40ｇ
枝豆 ( 冷凍 )　　12さや

卵（Ｌ）　　　　　２個
だし汁　　卵の量の３倍
塩、薄口しょうゆ、みりん
柚子

　おなじみの茶碗むしにチーズを加えると、コクが
プラスされ、カルシウムもたくさん摂れます。

①
手
首

②
肩

③
太
も
も
の
付
け
根
（
大
腿
骨
頸

　
部
）

　
特
に
、
太
も
も
の
付
け
根
は
骨

折
す
る
と
歩
け
な
い
状
態
が
続
く

の
で｢

寝
た
き
り｣

の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

骨
量
ア
ッ
プ
で
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防

　
骨
量
ア
ッ
プ
に
は
次
の
こ
と
が

大
切
で
す
。

①
適
度
な
運
動
　

②
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取

③
日
光
浴

　
ま
た
、
骨
量
ア
ッ
プ
の
目
的
は

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
即
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
心
が
け
て
、
骨
粗
し

ょ
う
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
思
春
期

　
骨
量
を
積
極
的
に
増
や
す
た
め

②
20
歳
代
か
ら
40
歳
代
半
ば
ま
で

　
骨
量
を
維
持
す
る
た
め

③
更
年
期
以
降

　
骨
量
減
少
を
で
き
る
だ
け
食
い

　
止
め
る
た
め

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
？

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
「
し
ょ
う
」

は
「
鬆
」
と
書
き
、
大
根
な
ど
の

芯
に
で
き
る
す
き
ま
と
い
う
意
味

を
持
ち
「
大
根
に
鬆
（
す
）
が
入

る
」な
ど
と
使
わ
れ
る
漢
字
で
す
。

つ
ま
り
「
骨
の
組
織
が
粗
く
な
り

ス
カ
ス
カ
に
な
る
病
気
」
で
す
。

女
性
の
方
が
骨
粗
し
ょ
う

症
に
な
り
や
す
い
？

　
女
性
は
も
と
も
と
男
性
に
比
べ

骨
が
弱
く
、
筋
力
も
弱
い
上
に
、

妊
娠
や
出
産
、
年
齢
と
共
に
起
こ

る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
低
下

な
ど
か
ら
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
の

外
に
流
出
し
や
す
い
た
め
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
い
と
い
え

ま
す
。

太
も
も
の
付
け
根
の
骨
折

が
寝
た
き
り
の
原
因
に
！

　
転
倒
し
た
時
に
骨
折
し
や
す
い

部
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

骨量アップのための適度な運動
　自分に合った運動の種類や方法を見つけましょ
う。ここでは、手軽にできるウォーキングについ
てご紹介します。

《ウォーキングの基本》
１ まず、大切なのが姿勢を正すことです

　耳、肩、腰のラインが一直線になるように背
筋を伸ばし、あごを引いて、目は10～15ｍ先
を見るようにしましょう。

２ 足の運びはしっかりと
　普段よりも歩幅を広げ、すり足にならないよ
うに、かかとからすっと着地し、つま先でしっ
かりと地面を蹴りましょう。

３ 腕の振りも大切です
　肘を曲げてコンパクト
に腕を振ることにより、
腕を早く振ることができ
ます。腕を早く振ること
で脚も同じように早く動
きます。
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.185平
生
町
は
温
暖
な
気
候
で
山
海

の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、
約

４
５
０
０
年
前
か
ら
人
々
が
住
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。町

に
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
３

カ
所
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
12
カ

所
、
古
墳
が
19
基
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
品
々

を
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
展
示
し

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
出
土
品

が
あ
る
か
、ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
佐
賀

の
岩
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
品
と

し
て
は
、
土
器
や
石
で
作
ら
れ
た

斧
や
刃
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
特

に
珍
し
い
も
の
と
し
て
は
、
貯
蔵

穴
か
ら
発
見

さ
れ
た
実
物

の
ド
ン
グ
リ

類
や
幼
児
を

埋
葬
し
た
甕か

め

棺
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
吹
越

遺
跡
か
ら
の
出
土
品
と
し
て
は
、

土
器
や
炭
化
し
た
米
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、松
尾
遺
跡
か
ら
は
、

竪
穴
式
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
住
居
跡
を
も
と
に
復
元

さ
れ
た
模
型
が
あ
り
、
当
時
の
生

活
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

町
内
に
あ
る
19
基
の
古
墳
の
う

ち
、
３
基
が
前
方
後
円
墳
で
す
。

中
で
も
白
鳥
古
墳
は
全
長
１
２
０

ｍ
で
県
下
最
大
の
古
墳
で
す
。
後

円
部
に
白
鳥
神
社
が
建
っ
て
お

り
、
江
戸
時
代
の
神
社
の
再
建
時

に
出
土
し
た
鏡
（
レ
プ
リ
カ
）
や

巴
型
銅
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
前
方
後
円
墳
で
あ
る
神

花
山
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
た
人
骨

は
、
女
性
と
鑑
定
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
に
女
性
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た

例
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
古
代
女

王
と
し
て
復
顔
し
た
女
性
像
や
頭

骨
の
レ
プ
リ
カ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
来
館

の
際
に
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
に
も
阿
多
田
古
墳
や
東

前
寺
古
墳
、
大
木
崎
古
墳
か
ら
出

土
し
た
土
器
や
耳
飾
り
な
ど
が
多

数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
思
い

を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
寄
贈
を
受
け
た
貴

重
な
資
料
と
し
て
は
、
平
生
町
出

身
の
画
家
、
岡
落
葉
が
国
木
田
独

歩
の
肖
像
画
を
描
き
、
そ
の
ま
わ

り
に
独
歩
が
こ
と
ば
を
書
い
た
合

作
色
紙
が
あ
り
ま
す
。

資
料
館
で
は
、
常
設
の
展
示
以

外
に
も
町
内
出
身
の
作
家
の
掛
軸

や
絵
画
、
公
民
館
活
動
で
取
り
組

ん
で
い
る
人
た
ち
の
水
墨
画
、
書

作
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
を
展
示

す
る
特
別
展
も
随
時
開
催
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
の
遺
跡
や

古
墳
か
ら
の
出
土
品
や
歴
史
的
に

貴
重
な
資
料
が
た
く
さ
ん
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を

も
と
に
、
町
内
の
遺
跡
や
古
墳
を

現
地
で
確
か
め
る
の
も
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

資
料
館
に
来
て
、「
遺
跡
の
ま

ち
、
平
生
町
」
の
古
代
の
ロ
マ
ン

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ
先

　
平
生
町
図
書
館

　
☎
（
５
６
）
２
３
１
０

２月…21日㈪、27日（日／月末整理日）、28日㈪
３月…７日㈪、14日㈪

《一般書》

《児童書》

ジョン・マン　波濤編
山本 一力 著

ＫＡＧＥＲＯＵ
齋藤 智裕 著

一刀斎夢録　上・下
浅田 次郎 著

飛水
高樹 のぶ子 著

アンパンマンともりのたから
やなせ たかし 作・絵

バムとケロのもりのこや
島田 ゆか 作・絵

トリゴラスの逆襲
長谷川 集平 作

ひゅーどろどろかべにゅうどう
角野 栄子 作

おじいちゃんが、わすれても ･･･
大塚 篤子 作

百歳は次のスタートライン
日野原 重明 著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

野村の実践「論語」

野村 克也 著（小学館）
　いかにすれば組織のなかで成長で
きるか。名監督・野村克也の名言の
数々を、それら
と響き合う「論
語」の言葉とと
もに紹介。それ
ぞれの名言が生
まれるに至った
背景・状況も解
説する。

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分

「
平
生
町
の
古
代
の
ロ
マ
ン
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
」

平
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館

図書館
だより



平成23年２月号　広報ひらお 12

（平成22年「交通安全年間スローガン」）

　先日、知らない業者から突然電話で「近く上場予定の未公開
株を買えば必ず儲かる」と勧誘され、購入しなければ損をする
ように思えたので購入しました。
　しかし、高額な上、取引の仕組みがよくわからないので解約
したいのですが、どうすればよいでしょうか。

　業者に勧誘方法の状況を記載した内容証明を送付して返金を
求め、弁護士にも相談するようにしましょう。

　未公開株とは、証券取引所などに上場していない株のことをいい、
将来上場された場合、株価が公募・売出価格の数倍になるケースも
あることから、株取引の経験がある人もない人も、つい「うまい話」
に乗ってしまい、損害を受けることがあります。もし、取引をする
場合には、株式や投資信託の取引を行える登録金融機関であるかを、
必ず確認してください。
　また、未公開株以外にも転換社債や外国通貨を使った電話勧誘の
トラブルも発生していますので、取引内容が理解できないときや必
要もないのに勧誘を受けた場合は、「必ず儲かる」などの甘いセー
ルストークに迷わされずにきっぱり断りましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

儲かると言われて購入した「未公開株」

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 チ ャ イ ル ド シ ー ト 　 親 子 の 絆 　命綱

「山口県暴力団排除条例」の制定
●暴力団に対する利益の供与の禁止【①、②に違

反した場合、勧告・公表されることがあります。】
　　事業者は、事業に関し、暴力団員などに対して、

暴力団の
①威力を利用するなどしたことに関し、利益を

供与してはならない。
②活動などに協力することとなると知って、相

当の対償のない利益を供与してはならない。
③活動を助長などすることとなると知って、利

益を供与してはならない。

■条例に関する問合せ先
・山口県警察本部組織犯罪対策課
　☎０８３（９３３）０１１０
・柳井警察署
　☎（２３）０１１０

県と県民や事業者が力を合わせて暴力団を排
除し、安全で安心な山口県を実現するため「山
口県暴力団排除条例」が制定され、本年４月１
日から施行されることになりました。
条例のうち、県民のみなさんに関係する主な

内容は次のとおりですので、これを守っていた
だき、暴力団排除活動にご協力をお願いします。

●県民や事業者の責務
　　県民や事業者は、県と協力して暴力団排除活

動に取り組み、暴力団排除に関する情報を知っ
たときは、警察に提供するよう努める。

●不動産取引しようとする者の責務【違反した場
合、勧告・公表されることがあります。】

　　不動産取引をする者は、取引しようとする不
動産が暴力団事務所になると知って、取引をし
てはならない。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　たき火　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

　境界、騒音、眺望、通風、無断駐車など、隣近
所の問題で悩んでいませんか。法務局職員および
人権擁護委員が無料で相談をお受けします。
　電話やインターネットでも相談できますので、
どうぞご利用ください。
●場所　山口地方法務局周南支局（人権相談所）
●受付時間
　平日のみ　午前８時 30 分～午後５時 15 分
●インターネット
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
■電話相談・問合せ先
　山口地方法務局周南支局
　周南人権擁護委員協議会

☎０８３４（２８）０２４４

受付時間
毎日 午後７時～11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：２月19日㈯　午前10時～12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

まちの人口
12 月31日現在の住民
基本台帳記載人口。

（　）内は前月対比。

世帯数 5,540 世帯（ ＋ 1 ）
人　口 13,082 人 （ － 8 ）
うち男 6,215 人 （ － 5 ）

女 6,867 人 （ － 3 ）

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（12 月）資料：柳井地区広域消防組合 （12 月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 0 0 0 327 管　内 29 134 0 34
平生町内 0 0 0 47 平生町内 1 19 0 1

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

今月の納税【２月】 納期限２月 28 日
固定資産税　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第８期
介護保険料　　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　☎（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　☎（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　☎（56）7113

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　３月９日㈬ 10：00～11：00
●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　３月９日㈬ ９：00～10：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　３月９日㈬ 　14：00～16：00、17：00～19：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　２月25日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　３月15日㈫ 13：00～14：00

「隣近所のトラブル」で
お悩みの方へ



試
験
・
募
集

年
度
：
８
０
０
円
／
時
間
）

◇
学
校
支
援
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
意
欲
の
あ
る
人　

●
勤
務
内
容

　

平
生
小
学
校
、
平
生
中
学
校
に
お

け
る
教
諭
の
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

　
原
則
と
し
て
平
日
（
週
２
～
４
日
）

の
お
お
む
ね
午
前
８
時
～
午
後
２
時

の
内
３
～
５
時
間

●
賃
金

　

時
間
給
で
月
１
回
支
給
（
平
成
22

年
度
：
８
１
０
円
／
時
間
）

◇
共
通
事
項

・
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
は
、
社
会
保

険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
全
て
の
職
種
に
お
い
て
、
職
員
な

ど
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
や
臨
時
に

補
助
員
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
採

用
し
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
総
務
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

山
口
県
青
少
年
問
題
協
議

会
の
委
員
募
集

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
、

調
査
や
審
議
を
行
う
「
山
口
県
青
少

年
問
題
協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
定
員　
２
名

●
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
18

歳
以
上
で
年
１
～
２
回
程
度
の
協
議

会
に
出
席
可
能
な
人
（
議
員
・
公
務

員
を
除
く
）

●
任
期　

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平

　

小
・
中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給

食
調
理

●
勤
務
日
・
時
間

　

原
則
と
し
て
平
日
の
給
食
が
あ
る

日　

学
校
：
お
お
む
ね
午
前
８
時
～

午
後
４
時
、
保
育
園
：
お
お
む
ね
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
賃
金

　

時
間
給
で
月
１
回
支
給
（
平
成
22

年
度
：
７
５
０
円
／
時
間
）

◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
教
諭
免
許
資
格
（
幼
稚
園
、小・中・

高
等
学
校
）、
保
育
士
資
格
の
い
ず
れ

か
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

　

平
生
児
童
ク
ラ
ブ
・
佐
賀
児
童
ク

ラ
ブ
で
、
児
童
に
遊
び
や
読
書
な
ど

を
指
導

●
勤
務
日
・
時
間

　

平
日
：
授
業
終
了
後
～
午
後
６
時

　

土
曜
日
・
長
期
休
業
中
：
午
前
８

時
30
分
～
午
後
６
時
の
内
７
時
間
45

分●
賃
金

　

月
額
で
月
１
回
支
給
（
平
成
22
年

度
：
８
２
０
０
０
円
／
月
）

◇
幼
稚
園
補
助
教
諭
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

　
幼
稚
園
に
お
け
る
教
諭
の
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

　

月
・
金
曜
日
：
お
お
む
ね
午
前
８

時
30
分
～
12
時
30
分　

　

火
～
木
曜
日
：
お
お
む
ね
午
前
８

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
賃
金

　

時
間
給
で
月
１
回
支
給
（
平
成
22

嘱
託
職
員
お
よ
び

臨
時
職
員
登
録
者
の
募
集

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
の
嘱
託
職

員
お
よ
び
臨
時
職
員
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。（
応
募
資
格
に
つ
い
て
は
、

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。）

　

応
募
希
望
者
は
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
で
可
）
を
、
希
望
職
種
を
明
記

し
た
封
筒
に
入
れ
、２
月
25
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
町
役
場
総
務
課
ま
た
は

佐
賀
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
嘱
託
職
員
（
募
集
人
員
）

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
保
育
士
資
格
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

　

保
育
園
ク
ラ
ス
担
任
（
園
児
の
保

育
お
よ
び
書
類
整
理
）

◇
幼
稚
園
代
替
教
諭
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
資
格
を
所
持
す

る
人

●
勤
務
内
容

　
平
生
幼
稚
園
ク
ラ
ス
担
任

◇
共
通
事
項

●
勤
務
日
・
時
間

　
職
員
に
準
ず
る

●
報
酬

　

月
額
で
月
１
回
支
給
（
22
年
度
：

１
５
２
８
０
０
円
／
月
）

※
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
臨
時
職
員
登
録
者（
採
用
予
定
人
員
）

◇
事
務
補
助
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
高
等
学
校
以
上
卒
業
者

●
勤
務
内
容

　

町
役
場
本
庁
な
ど
で
の
事
務
補
助

●
勤
務
日
・
時
間

　

原
則
と
し
て
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

●
賃
金

　

時
間
給
で
月
１
回
支
給
（
平
成
22

年
度
：
７
０
０
円
／
時
間
）

◇
保
育
士
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
保
育
士
資
格
を
所
持
す
る
人

●
勤
務
内
容

　
園
児
の
保
育

●
勤
務
日
・
時
間

　
原
則
と
し
て
職
員
に
準
ず
る

●
賃
金

　

時
間
給
で
月
１
回
支
給
（
平
成
22

年
度
：
８
０
０
円
／
時
間
）

◇
給
食
調
理
員
（
若
干
名
）

●
応
募
資
格

　
意
欲
の
あ
る
人

●
勤
務
内
容

平成23年２月号　広報ひらお 14

試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。



成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

●
申
込
期
限

　
２
月
28
日
㈪
（
消
印
有
効
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
山
口
県
こ
ど
も
未
来
課
青
少
年
班

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
３
４

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

本
年
１
月
１
日
現
在
調
製
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
漏
れ
な

ど
が
あ
れ
ば
縦
覧
期
間
内
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
期
間　

２
月
23
日
㈬
～
３
月
９
日

㈬　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
場
所
　
①
町
役
場
総
務
課
（
土
日

は
町
民
課
窓
口
に
て
日
直
が
対
応
）

②
佐
賀
出
張
所
（
土
日
を
除
く
）

■
連
絡
・
問
合
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
町

役
場
総
務
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
申
込

　

平
成
23
年
度
平
生
町
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

●
指
定
要
件

①
責
任
技
術
者
が
１
名
以
上
専
属
し

て
い
る
こ
と

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

び
器
材
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

④
市
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
平
生
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
規

則
に
定
め
る
第
３
条
第
１
項
第
５

号
の
各
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

●
指
定
基
準
日　
４
月
１
日
㈮

●
指
定
手
数
料　
５
０
０
０
円

●
申
込
期
間　

２
月
14
日
㈪
～
３
月

４
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

●
申
込
方
法　

定
め
ら
れ
た
申
請
書

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
町
役
場
建
設
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

建
設
工
事
等
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
平
成
23
・
24
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審

査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
資
格　

建
設
業
者
、
測
量
業

者
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

建
築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

地
質
調
査
業
者
、
補
償
関
係
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
物
品
（
薬
品
）
の
製
造・

販
売
業
者
な
ど

●
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

　

企
業
団
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://ww51.tiki.ne.jp/~yanai-kousui/

●
申
請
受
付
期
限　
３
月
10
日
㈭

■
申
請
・
問
合
せ
先

　
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　
☎
（
２
８
）
５
３
３
３

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

　

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め

の
共
済
制
度
で
す
。

　

死
亡
、
障
害
、
入
院
、
住
宅
災
害

な
ど
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
さ

れ
、
結
婚
や
出
産
な
ど
に
も
給
付
可

能
で
す
。
ま
た
、
税
法
上
、
事
業
所

が
従
業
員
の
た
め
に
共
済
掛
金
を
負

担
し
た
場
合
は
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

●
掛
金
（
１
カ
月
１
人
分
）

　
１
型
：
４
５
０
円

　
２
型
：
９
０
０
円

　
３
型
：
１
５
０
０
円

　
４
型
：
２
０
０
０
円

　
高
齢
者
型
：
４
５
０
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
：
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

　

平
生
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
町
役

場
経
済
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時　

３
月
５
日
㈯　

受
付　

午

後
５
時
30
分
～
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始　
午
後
６
時
～

●
場
所　
中
央
公
民
館

●
持
参
品　

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）、
※
本
籍
地
記
載
の
住

民
票
、
写
真
２
枚
（
４・
５
㎝
×
３
・

５
㎝
）、
免
許
証
、
※
更
新
中
免
許
証

を
使
用
さ
れ
る
人
は
免
許
証
の
コ
ピ

ー
、
※
再
交
付
の
場
合
は
運
転
免
許

証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ
ネ

な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

　
小
型
・
更
新
：
７
９
０
０
円
、

　
失
効
：
１
６
５
０
０
円

■
問
合
せ
先

　
㈶
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
中
国
支
部

　
☎
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

税
理
士
記
念
日
無
料
税
金
相
談

●
日
時　

２
月
23
日
㈬　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
場
所　

ベ
ス
ト
催
事
場
（
ア
ル
ク

光
店
横
）

●
相
談
内
容　

贈
与
税
、
相
続
税
、

土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の

他
税
金
に
つ
い
て

■
問
合
せ
先　

　
中
国
税
理
士
会　
光
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

相
　
　
談
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＜ 以下は広告欄です ＞

◇お詫びと訂正
　広報ひらお１月号５ページの

「町県民税の申告受付が始まりま
す」の日程表内に誤りがありまし
た。ここにお詫びし訂正します。

【２月 21 日㈪佐賀公民館田名分館
の申告相談受付時間】
　（誤）13:30 ～ 12:00
　（正）13:30 ～ 16:00



平
生
小
学
校
３
年　

山
方
奈
々

平
生
中
学
校
３
年 

古
川
恵
美
里

「
あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

あ
い
さ
つ
で

　 

広
が
る
笑
顔

　
　
　
地
域
の
き
ず
な

※
学
校
名・学
年
は
受
賞
時（
平
成
22
年
度
）の
も
の
で
す
。

平成23年２月号　広報ひらお 16

《２月16日〜３月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

16 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）(水)

17
３歳児健診 (13:30 ／保健センター )

(木)

18 母親学級 (10:00 ／保健センター )
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

19
体育館開放日 ( 午前中）
親子料理教室 (9:00 ／曽根公民館 )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )

(土)

20
平生町ソフトバレー大会 (9:00 ／町体育館 )

(日)

21
(月)

22
(火)

23
(水)

24
(木)

25
(金)

26
体育館開放日 ( 午前中）

(土)

27
(日)

28 保健センター開放日 (9:30)
おかあさんといっしょ〈絵本の読み聞かせ〉（10:00 ／保健センター）(月)

1 育児学級〈大野・曽根・佐賀地区〉(10:00 ／保健センター )
(火)

2 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
(水)

3
(木)

4
(金)

5 体育館開放日 ( 午前中）
パパママスクール (13:30 ／保健センター )(土)

6
(日)

7
(月)

8 あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
(火)

9 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

10
(木)

11 すくすくセミナー (10:00 ／保健センター )
(金)

12 体育館開放日 ( 午前中）
(土)

13
(日)

14 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
(月)

15 育児学級〈平生地区〉(10:00 ／保健センター )
(火)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

２　　月 ３　　月


